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「
当
癌
欝
l
呵

水
し
ぶ
き
あ
げ
て
初
泳
ぎ

水
泳
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
七
月
五
目
、

子
供
の
国
保
育
園
で
プ
ー
ル
開
き
が
行

わ
れ
た
。

こ
の
日
は
、
プ
ー
ル
開
き
を
祝
福
す

る
か
の
よ
う
を
真
夏
を
思
わ
せ
る
焼
き

つ
く
暑
さ
。
気
温
も
三
十
度
と
ウ
ナ
ギ

の
ぼ
り
と
を
り
絶
好
の
プ
ー
ル
開
き
日
。

小
さ
を
カ
ッ
パ
た
ち
は
、
こ
の
日
が

く
る
の
を
待
ち
か
ね
た
か
の
よ
う
に
は

し
ゃ
ぎ
、
泳
ぎ
ま
わ
る
。
み
ん
を
の
顔

と
顔
が
ほ
こ
ろ
ぶ
。
い
か
に
も
う
れ
し

そ
う
だ
。

園
児
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
八
月
ま
で

元
気
い
っ
ぱ
い
水
泳
を
楽
し
み
ま
す
。

▲
初
泳
ぎ
を
す
る
園
児
た
ち

Soumu
四角形

Soumu
四角形



め
す
最
高
　
8
0
万
円

岸
本
町
で
初
せ
り
市

岸
本
町
久
古
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
「
西
部
広
域
家
畜
市
場
」
で
初
の

ヒ
月
期
せ
り
市
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
部
広
域
家
畜
市
場
は
、
畜
産
物

の
流
通
機
能
を
高
め
る
た
め
県
経
済

農
協
が
米
r
市
吉
岡
、
溝
口
町
溝
口
、

江
府
町
江
尾
、
日
野
町
根
雨
、
日
南

町
生
山
の
左
か
所
に
分
散
し
て
い
る

家
畜
市
場
を
統
合
、
一
本
化
し
た
も

の
で
す
。

施
設
は
、
敷
地
面
積
五
㍍
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
…
部
二
階
建
て
、

延
べ
面
積
四
二
六
平
方
㍍
の
せ
り
場
、

豚
八
百
頭
所
容
の
豚
舎
、
牛
つ
な
ぎ

場
、
た
い
肥
含
、
展
示
場
、
隔
離
牛

舎
を
ど
の
ほ
か
二
七
〇
台
を
収
容
で

き
る
駅
車
場
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
唯
一
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
制
御
の
日
動
せ
り
機
も
備
え
て
い

ま
す
。

本
町
か
ら
は
鮎
離
が
少
し
遠
く
在

っ
た
と
い
う
不
便
さ
は
あ
り
ま
す
が
、

買
い
手
市
場
が
拡
大
さ
れ
た
ほ
か
、

今
ま
で
の
よ
う
に
せ
り
市
後
に
連
れ

て
帰
ら
を
く
て
も
そ
の
場
で
引
き
渡

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
本
町
の
せ
り
市
は
七
月
一
一

日
に
開
か
れ
、
め
す
六
十
六
頭
、
お

す
二
畑
、
去
勢
牛
六
十
三
頭
、
計
百

三
十
一
頭
が
出
場
し
ま
し
た
。
本
町

の
成
績
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

ト
西
部
家
畜
市
場
で
初
せ
り
市

め　　 す お　　 す 去 勢 牛

出　 頭
頒

l　 豆貞

頗

66 2 6 3

最　 高
千円 千 円 千 円

763 190 3 23

最　 低
千円 千円 千円

112 1 40 14 1

平　 均
円 円 円

283 ，060 16 5，000 2 39 ．80 9

平　 均 kq kq kq

体　 重 235 19 6 2 40

1 kg 当

た り 円 円 円

単　 価 1，205 84 3 9 98

町
長
日
詰

＊
6
　
月

l
U
・
火

2
日
・
邪

3
ロ
ト
小

4
日
触

5
口
＝
上
し

6
円
‖

卜

＝

日

1
4
円
卿

～

1
6
円
㈱

1
7
円
㈱

1
8
日
勤

1
9
日
用

2
0
日
脚

2
1
日
㈲

2
2
日
㈹

2
3
円
㈱

2
4
日
㈱

2
5
円
価

2
6
円
皿

2
7
日
㈱

28
日
㈲

29
日
㈹

3
0
日
0
0 三

町
衛
生
施
設
組
合
議
会

け
内
会
　
御
机
部
落
行
政
座

談
会

保
健
委
員
全

県
町
村
会
総
会

在
勤

議
会
行
政
視
察

全
国
発
電
施
設
所
在
町
村
会

議
、
全
国
過
疎
振
興
連
盟
役

員
会

（
東
京
こ

郡
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
肋
沢
役
員
乗
付

郡
農
業
共
済
会
議

定
例
町
議
会
、
食
生
活
改
井

講
座
開
講
式

町
民
総
合
運
動
場
オ
ー
プ
ン

記
念
式
及
び
町
職
域
野
球
大

会定
例
町
議
会
（
第
二
日
目
）

H
ノ
詰
役
員
来
庁

日
野
郡
農
業
振
興
協
議
会

中
電
鳥
取
支
店
長
、
杉
谷
役

員
来
庁
、
町
清
掃
組
合
会
議

満
目
町
体
育
館
落
成
式

俳
り
教
宅

青
年
学
級
講
演

消
防
ポ
ン
プ
操
法
検
閲

米
沢
財
産
区
全

県
、
市
町
村
長
行
政
懇
談
会
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6月定例町議会

一
般
会
計

一
億
九
百
万
円
を
補
正

」
八
月
定
例
町
議
会
は
、
六
月
十
九
、
二
十
一

日
の
二
日
間
開
か
れ
、
町
長
提
出
の
全
議
案
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
事
頂
で
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

報町府江

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

t
部
改
正

行
革
特
例
法
に
よ
り
、
児
童
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
、
一
定
の
所
得
額
未
満

の
者
に
は
、
昭
和
六
十
年
五
月
ま
で
、

経
過
措
置
と
⊥
て
、
特
例
給
付
を
行
い

又
、
条
文
中
の
不
快
用
語
を
改
め
る

た
め
の
一
部
改
正
で
あ
り
ま
す
。

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

「
公
民
館
の
設
置
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
、
専
任
公
民
館
長
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
の
支
給
に
つ
い
て
改
正
す
る

も
の国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
っ
て
、

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
合
理
化
を
図
り
、

課
税
限
度
の
引
上
げ
、
所
得
割
、
資

産
割
等
の
税
率
及
び
低
所
得
者
の
減
額

限
度
額
の
改
正
で
あ
り
ま
す
。

簡
易
水
道
等
施
設
の
設
置
並
び
に
給

水
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

川
筋
地
区
簡
易
水
道
の
給
水
に
つ
い

て
、
そ
の
料
金
を
定
め
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報

償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

「
消
防
団
員
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基

金
法
」
の
政
令
が
一
部
改
正
に
在
り
、

非
常
勤
消
防
団
員
の
退
職
時
の
報
償
金

の
支
給
額
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。町

、
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更

並
び
に
廃
止
に
つ
い
て

新
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
吉
原

地
区
の
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
換
地
業

務
に
よ
り
、
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変

更
、
又
は
廃
止
を
定
め
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。一

般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
額
に
、
一
億
九
百
十
三

万
九
千
円
を
補
正
し
、
予
算
総
額
を
二

十
六
億
六
千
六
百
六
万
円
と
い
た
し
ま

し
た
。

歳
出
補
正
の
内
容
は
、
集
落
経
営
基

金
負
担
金
、
町
民
運
動
場
照
明
施
設
新

設
事
業
費
が
主
を
も
の
で
、
そ
の
他
急

を
要
す
る
事
業
の
補
正
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
の
歳
入
と
し
て
、
国
庫
支
出
金
、

基
金
繰
入
金
、
町
億
等
の
財
源
を
以
っ

て
措
置
い
た
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
予
算

簡
易
水
道

四
千
五
百
二
十
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算既
定
の
予
算
額
に
四
十
五
万
九
千
円

を
補
正
し
、
予
算
総
額
四
千
五
百
十
九

万
二
千
円
と
い
た
し
ま
し
た
。

補
正
の
内
容
は
、
管
理
費
を
増
額
し

繰
入
金
を
以
っ
て
補
正
措
置
を
い
た
し

ま
し
た
。

夏
の
犯
罪
と

lづht‥′一h、、ノ‥、、廿一

相
手
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
暴
力
団
に
誘
わ
れ
て
も
、
諸
博
や

ノ
ミ
行
為
、
覚
せ
い
剤
を
ど
に
は

絶
対
手
を
出
さ
を
い
。

・
他
人
が
暴
力
の
被
害
に
あ
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
た
り
、
闘
い
た
り

し
た
と
き
は
、
近
く
を
パ
ト
ロ
ー

ル
中
の
警
察
官
に
連
結
を
す
る
か
、

二
〇
番
を
す
る
。

夏
祭
り
や
海
水
浴
、
キ
ャ
ン
プ
な

ど
、
楽
し
い
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
行
楽
地

な
ど
で
の
暴
力
犯
罪
、
解
放
感
か
ら

の
少
年
非
行
を
ど
、
夏
は
い
ろ
い
ろ

を
犯
罪
や
事
故
が
増
え
る
季
節
で
す
。

暴
力
犯
罪
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

ま
た
子
供
を
非
行
か
ら
守
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
点
に
十
分
注
意
し
ま
し

よ
う
。暴

力
犯
罪
の
被
害
に

あ
わ
を
い
た
め
に

・
暴
力
的
な
迷
惑
行
為
を
し
ょ
う
と

す
る
者
に
は
、
ス
キ
を
見
せ
た
り
、

子
供
を
非
行
か
ら

守
る
た
め
に

・
勉
強
や
手
伝
い
、
遊
び
な
ど
の
日

程
表
を
作
る
の
も
一
つ
の
方
法
で

す
が
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
ら

せ
る
よ
う
に
す
る
。
外
出
す
る
と

き
は
必
ず
行
先
を
確
か
め
る
と
と

も
に
、
夜
遊
び
に
は
十
分
気
を
つ

け
る
。

・
親
子
の
会
話
が
あ
る
家
庭
か
ら
は
、

非
行
は
生
ま
れ
に
く
い
も
の
で
す
。

家
庭
が
楽
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
よ

う
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
だ
ん
ら
ん

す
る
機
会
を
在
る
べ
く
多
く
つ
く

る
。

・
事
の
良
し
悪
し
、
欲
望
を
抑
え
る

自
制
心
、
人
に
迷
惑
を
か
け
を
い

生
活
や
行
動
な
ど
、
基
本
的
に
身

に
つ
H
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

「
し
っ
け
教
育
」
を
心
が
け
る
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



わ
だ
い

江　　府　　町　　報

発
電
所
の
建
設
着
々

ダ
ム
地
点
で
定
礎
式

七
月
九
日
、
俣
野
川
発

電
所
、
俣
野
川
ダ
ム
地
点

で
関
係
者
約
百
二
十
人
が

列
席
し
て
定
礎
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
本
格
的
に

ダ
ム
築
造
工
事
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

証書と申立書を

役　場　へ

三三三主

8月は、福祉年金を受けておられる

方が「国民年金証書」と、「所得をど

の申立書」を役場へ提出する月です0

福祉年金は、受給者やその配偶者、

扶養義務者などに一定額以上の所得が

あったり、受給者が恩給や厚生年金を

ど他の制度から年金を受けていたりす

ると、福祉年金の一部又は全部が停止

されることがあります。そこで、この

ようを状況を確認し、今年8月から来

年7月までの1年間の福祉年金が受け

ぢれるかどうかを決定するために、毎

年1回提出していただくものです。

したがって、もし、この手続が遅れ

ますと、12月の支払日に年金が受け取

れをいことに在りますので、8月に福

祉年金を受け取ったら、提出しゼくだ

さい。

なお、「所得をどの申立書」は、国

民年金証書の表紙裏面にはってありま

す。

詳しいことは、町役場年金係にご相

談ください。

ト
バ
ケ
ッ
ト
か
ら
約
三
ト
ン
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
流
し
込
む

西
部
ポ
ン
プ
操
法
大
会

第
2
分
団
が
優
勝

西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
七
月
四

日
淀
江
小
学
校
で
行
わ
れ
、
町
消
防
団
第

一
分
団
、
第
二
分
団
二
チ
ー
ム
の
計
三
チ

ー
ム
が
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
ま

し
た
。

競
技
は
、
消
火
準
備
や
体
制
に
つ
い
て

そ
の
速
さ
、
正
確
さ
、
節
度
を
採
点
し
ま

す
。こ

の
日
の
成
績
は
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
発
揮
し
、
第
二
分
団
B
チ
ー
ム
が

優
勝
、
C
チ
ー
ム
が
準
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

や
め
よ
う
不
法
投
棄

美
し
い
郷
土
を
守
る
た
め
に

す
で
に
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
最
近
取
締
当
局
か
ら
、
町

内
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
〝
ゴ
ミ
″
の

不
法
投
棄
の
指
適
を
う
け
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
処
理
の
根
拠
法
令
「
廃
棄
物

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る

と
、
河
川
や
道
路
を
ど
公
共
の
場
を

汚
さ
を
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
自
分
の
管
理
す
る
土
地
や
建

物
の
清
潔
保
持
も
義
務
づ
け
て
お
り

ま
す
。

わ
ず
か
冬
ゴ
ミ
だ
か
ら
、
人
が
捨

て
て
い
る
の
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
軽

い
気
特
で
捨
て
ら
れ
た
も
の
が
積
り

積
も
っ
て
汚
染
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。

町
で
は
、
町
を
き
れ
い
に
す
る
た

め
に
ゴ
ミ
の
始
末
を
、
川
や
谷
間
へ

投
げ
捨
て
な
い
よ
う
呼
び
か
け
て
い
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報町府江

交
通
指
導
員

1
4
人
を
任
命

今
後
二
年
間
、
町
内
の
交
通
安
全
の
指
導
に
献

身
す
る
町
交
通
指
導
員
の
任
命
式
が
七
日
十
九
日

行
わ
れ
、
十
四
人
に
井
上
町
長
か
ら
辞
令
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
で
は
指
導
員
を
代
表

し
て
小
笠
原
定
義
さ
ん
が
「
交
通
事
故
の
防
止
の

た
め
に
交
通
安
全
の
意
識
高
揚
と
安
全
指
導
の
実

践
に
懸
命
の
努
力
を
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

決
意
新
た
に
宣
誓
さ
れ
ま
し
た
。

新
ら
し
く
任
命
さ
れ
た
指
導
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。小

笠
原
定
義
・
遠
藤
量
之
・
芦
立
喜
明
・
河
上

順
書
・
入
江
恭
子
（
江
尾
）
浦
部
肇
（
洲
河
崎
）
藤
原

素
久
（
池
の
内
）
石
原
忠
哉
（
新
道
）
森
文
雄
（
宮
市
）

沢
口
勉
（
助
沢
）
河
上
収
（
宮
市
）
安
田
公
正
（
大
河
原
）

亀
田
幸
満
（
大
河
原
）
　
遠
藤
功
（
貝
田
）

鍛劫夢昏昏覇

ト
指
導
員
を
代
表
し
て
宣
誓
を
す
る
小
笠
原
さ
ん

保健行事
乳幼児相談

日　時　8月18日（水）
午前9時～11時

午後1時～3時受付
場　戸斤　老人の家
対象児　昭和56年8月～昭和57年

6日出生児

1歳6か月児健康診査

日　時　8日19日（木）
午後12時30分～13時受付

場　所　日輪閣

対象児　昭和55年12月～昭和56年
2月出生児12名

フッ素塗布

日　時　8月25日（水）

午前9時30分～10時30分
受付

場　所　日輪閣

対象児　昭和54年12月～55年5月
出生児25名

胃がん検診

日　時　8月24日（火）
午前6時～7時受付

場　所　村上商店横広場（本町5
丁目）

、亘■守・了、；、千草↑亘

ま
す
が
、
環
墟
汚
染
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
　
「
美
し
い
自

然
を
守
る
意
識
」
が
大
切
で
す
。
ぜ

ひ
次
の
こ
と
に
心
掛
け
て
下
さ
い
。

・
家
庭
や
工
場
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、

散
乱
し
を
い
よ
う
始
末
し
て
、
必

ず
き
め
ら
れ
た
場
所
に
処
置
し
ま

し
よ
う
〇

・
ゴ
ミ
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
飲
物
の
空

缶
は
、
き
め
ら
れ
た
場
所
に
入
れ

る
か
、
持
ち
帰
っ
て
始
末
し
ま
し

よ
ー
つ
。

・
次
の
こ
と
を
見
か
け
た
ら
、
警
察

に
そ
の
場
所
や
車
の
ナ
ン
バ
ー
な

ど
を
す
ぐ
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

○
多
量
の
ゴ
ミ
や
廃
棄
物
が
捨
て

て
あ
っ
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

が
捨
て
て
あ
る
の
を
見
か
け
た

と
き
。

○
油
類
で
河
川
が
汚
れ
て
い
た
り
、

魚
が
多
量
に
死
ん
で
流
れ
て
い

る
の
を
見
か
け
た
と
き
。

ト
き
れ
い
な
流
れ
に
な
っ
た
舶
谷
川

ゴ
ミ
の
再
利
用
で

”
一
石
三
鳥
〃

ゴ
ミ
と
い
え
ば
、
汚
い
も
の
、
臭

い
も
の
　
ー
　
な
ど
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
す
ぐ
浮
か
び
ま
す
が
、
全
部
が
全

部
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
の

中
身
を
分
析
し
て
み
ま
す
と
－
－
－
－
b

一
般
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
約
半

分
は
台
所
を
ど
の
生
ゴ
ミ
で
す
が
、

残
り
の
半
分
は
、
資
源
と
し
て
再
利

用
で
き
る
新
聞
紙
や
古
雑
誌
を
ど
の

紙
類
、
空
き
か
ん
頬
、
ぴ
ん
類
な
ど

で
す
。〝

ゴ
ミ
の
再
利
用
″
は
、
資
源
の

有
効
活
用
に
在
る
は
か
、
ゴ
ミ
の
量

が
減
っ
て
清
掃
・
処
理
費
用
が
少
を

く
て
す
み
、
同
時
に
環
境
の
美
化
に

つ
な
が
る
と
い
う
　
〃
一
石
三
鳥
〃
　
の

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ゴ
ミ
は
選
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

回
収
ル
ー
ト
に
の
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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ま
ち
の
伝
説

T
J

田府江

ハ
ン
ザ
ケ
退
治

洲
河
崎
村
　
上
ノ
山
に
一
宇
の
堂

が
あ
る
。
そ
の
昔
半
口
藤
右
衛
門
尉

繁
吉
と
い
う
城
主
が
い
て
、
六
三
石

を
領
し
勇
名
な
智
将
で
あ
り
ま
し
た
。

当
時
ア
ミ
ケ
淵
に
、
巨
大
を
ハ
ン

ザ
ケ
が
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
夜
昼

と
な
く
人
畜
に
危
害
を
加
え
、
村
人

達
は
困
り
果
て
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
城
主
は
、
「
そ
の
ハ

ン
ザ
ケ
を
自
ら
退
治
し
て
や
る
」
と

村
人
に
大
き
な
箱
を
遣
ら
せ
、
そ
の

中
に
潜
入
し
て
淵
の
上
流
か
ら
涜
さ

せ
ま
し
た
。

そ
の
箱
を
見
た
ハ
ン
ザ
ケ
は
、
一

呑
み
に
せ
ん
も
の
と
襲
い
か
か
っ
た

と
き
、
城
主
は
箱
の
中
か
ら
刀
を
突

き
出
し
二
気
に
刺
し
殺
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

よ
ろ
こ
ん
だ
村
人
達
は
、
そ
の
徳

を
た
た
え
て
半
の
上
の
堂
を
建
て
、

木
像
を
ま
つ
り
ま
し
た
。

第163号

御
机
の
地
名
と
正
月
餅

後
醍
醐
天
皇
が
足
利
氏
の
雉
を
逃

れ
て
こ
の
地
方
を
お
通
り
に
を
っ
た

と
き
、
御
机
の
村
で
お
休
み
に
を
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
方
で
は
天
皇
の
ご
姫

所
に
充
て
る
場
所
が
無
い
の
で
、
机

を
三
つ
継
ぎ
合
わ
せ
て
仮
座
に
お
休

み
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
「
三
机
」
の
ち

に
「
御
机
」
の
地
名
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
と
き
、
天
皇
の
お
食
事

に
餅
を
差
し
上
げ
よ
う
と
し
た
が
「
モ

チ
米
」
が
無
い
の
で
、
米
の
粉
団
子
を

奉
り
ま
し
た
。

こ
の
故
事
を
今
日
に
伝
え
て
、
貧

し
か
っ
た
菅
を
振
り
返
り
、
正
月
三

が
日
は
村
じ
ゅ
う
が
餅
の
代
り
に
団

子
を
つ
く
っ
て
祝
い
、
三
日
が
過
ぎ

て
か
ら
初
め
て
餅
つ
き
を
す
る
、
ゆ

か
し
い
物
語
り
と
行
事
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

笠
長
原
の
大
蛇

今
の
畠
の
あ
る
辺
の
上
に
小
さ
を

沼
が
あ
り
ま
し
た
。
水
が
青
々
と
し

て
、
深
さ
が
い
く
ら
あ
る
か
は
か
り

知
る
こ
と
が
で
き
を
い
。
し
か
し
村

の
若
者
達
は
昼
休
み
を
ど
に
は
、
よ

く
水
泳
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
の
沼
に
は
大
蛇
が
住
ん
で
い
て
、

あ
る
時
、
沼
の
上
に
霧
り
が
一
面
に

た
ち
こ
め
た
と
思
う
間
に
、
大
蛇
は

そ
の
霧
り
に
乗
っ
て
、
大
山
の
赤
松

の
池
の
方
へ
立
ち
去
っ
た
と
い
う
。

今
も
な
お
そ
の
沼
の
跡
は
湿
原
に
な

り
、
短
い
草
が
一
面
に
生
え
て
昔
の

面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

（
江
府
町
史
か
ら
）

風月6

動
き

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

貝
　
田
　
森
田
　
桂
子
　
哲
也

本
　
五
　
澤
田
美
和
子
　
大
蔵

洲
河
崎
　
影
山
　
陽
平
　
正
波

下
蚊
屈
　
川
上
　
直
弥
　
岩
男

新
一
末
次
三
智
生
　
英
之

三　二二長長
男男男女女

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

柿
　
原
　
白
川
益
治

洲
河
崎
　
影
山
萬
江

杉
　
谷
　
加
藤
　
明

貝
　
田
　
森
田
義
明

93　75　67　88

歳　歳歳　歳

良　恭　正　彰
一　典昭
宅宅宅宅

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

棚禾森川　関池小伊　高　長
原次　田　野内上筆勢橋尾

春弘律裕一昌　春義美隆
美　道子　一江　一　美彦　恵　司
＼、＿′′　、、－・／　　　　）　　　　＼　J　　　＼、＿＿／

小
江
尾

島
根
県
大
原
郡
か
ら

宮
城
県
石
巻
市

大
河
原
か
ら

兵
庫
県
津
名
郡

江
尾
か
ら

大
阪
市
東
住
吉
区

貝
田
か
ら

貝
田

沖
縄
県
宜
野
湾
市
か
ら

新
見
　
道
弘

岡
田
　
洋
子

佐
伯
　
　
勉

加
藤
　
号
子

宇
田
川
洋
二

今
嵐
　
智
子

吉
原

岩
手
県
下
閉
伊
郡
か
ら

日
南
町
神
戸
上

江
尾
か
ら

武
庫

福
井
県
小
浜
市
か
ら

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

二
八
月
中
寄
託
分
）

香
典
返
し
と
し
て

大
河
原
　
井
上
八
重
子
殿

（
夫
重
信
様
ご
逝
去
）

柿
原
　
　
白
川
　
彰
殿

（
祖
父
益
治
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
影
山
一
殿

（
妻
萬
江
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

池
の
内
　
南
波
秀
樹
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

池
の
内
　
藤
原
稚
和
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
小
倉
繁
雄
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
長
尾
顕
次
殿
三
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
山
崎
な
み
江
殿
三
本
人
様
退
院
）

宮
　
市
　
長
岡
輝
雄
殿
〈
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
亀
田
栄
重
殿
（
ご
本
人
梯
退
院
）

本
　
二
　
山
本
垂
男
殿
（
長
男
剛
志
様
退
院
）

本
一
勝
部
敏
之
殿
〈
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
新
見
ま
つ
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
田
口
洋
介
殿
（
長
男
明
津
様
退
院
）

大
河
原
　
安
田
一
雄
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
　
市
　
原
田
節
美
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

助
　
沢
　
加
藤
義
弘
殿
（
ご
本
人
様
退
院
一

小
江
尾
　
篠
田
英
親
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
小
椋
　
槽
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
岡
田
弐
美
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
小
峰
菊
枝
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
上
原
袴
臣
殿
三
本
人
様
退
院
）

目
の
話
　
中
屠
泰
子
殿
（
ご
本
人
梯
退
院
）

本
　
五
　
川
端
し
な
よ
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
六
浦
三
代
子
殿
（
ご
癒
人
様
退
院
一

特
別
寄
付

小
江
尾
老
人
ク
ラ
ブ

雉
布
5

0
枚

小
江
尾
老
人
ク
ラ
ブ
製
作
品

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

…
‥
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
…
…

L
五
月
末
累
計
額

八
十
七
万
二
千
百
三
十
三
円

2
．
六
月
中
寄
付
額

二
十
四
万
七
千
円

内
　
　
訳

快
気
祝
　
　
　
二
十
一
万
七
千
円

香
典
返
し
　
　
三
万
円

3
．
支
出
額

負
担
金
　
　
　
三
万
六
千
三
百
円

4
．
六
月
禾
累
計
額

百
八
万
二
千
八
百
三
十
三
円

⑳
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